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６）島々を繋ぐ展開と情報工学 

升屋正人 

（鹿児島大学学術情報基盤センター） 

 
 鹿児島の島々においても情報通信基盤の整

備が進み、今や高速回線でインターネットにつ

ながらない離島は存在しないとされている。と

ころが、島ごとに情報通信環境は大きく異なり、

実際には、その格差は整備前に増して拡大して

きている。また、生活に関わるさまざまなもの

が情報通信基盤と密接に関わるようになり、つ

ながりが途絶えると日常生活が多大な影響を

受けるようになってきた。その一方で、情報通

信基盤は島々を距離の制約から解き放ち、その

利活用はさまざまな新たな展開をもたらすも

のでもある。これらを踏まえて、鹿児島の島々

がどのようにつながっているかを概観し、現状

と問題点を考察するとともに、つながりを活か

した島々の将来を展望する。 

 

 
総合討論 

 

 

 
 

国際島嶼教育研究センター研究会発表要旨 
 
第 148 回          2014 年 4 月 21 日 
南西諸島における近世陶磁器の流通 
－三島・十島における考古学的踏査から－ 

渡辺芳郎 
（鹿児島大学法文学部） 

 
報告者は南西諸島における近世陶磁器の流

通に関心を持っている。しかし三島・十島（ト

カラ列島）の考古学的情報はきわめて少ない。

そこで基礎資料の蓄積を目的に、2012･2013 年

に考古学的踏査を実施した。その結果、三島・

十島の近世陶磁器の流通は、鹿児島本土域と共

通する点もある一方、とくに十島においては中

国磁器の分布が密であったことから、沖縄との

密接な関係が想定できる。また明治時代の文献

などを手がかりに流通形態を推定した。三島・

十島では、別の目的で鹿児島や奄美・沖縄に渡

航した際に陶磁器もあわせて入手したと想定

できる。また日用品以外に、神社への奉納品と

しても陶磁器が島に持ち込まれた可能性が指

摘できた。 

 

 
第 149 回          2014 年 5 月 26 日 
衛生昆虫・寄生虫の種分化に関連する研究

について 
大塚 靖 

（鹿児島大学国際島嶼教育研究センター） 
 
衛生昆虫・寄生虫の研究において種の同定は

大変重要な部分である。近年、塩基配列を用い

た分類が行われるようになり、これまで知られ

ていた種の中に隠蔽種 cryptic species の存在

が明らかになってきている。その例としてタイ

のマラリア媒介蚊の一種である Anopheles 

barbirostris 種グループは塩基配列や染色体や

交配実験などで 5種に分けられるがわかったが、

実際にはそのうちの一種のみがマラリアを媒
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介していると思われる。また、日本で初めて見

つかった人獣共通オンコセルカ症はイノシシ

に寄生する Onchocerca dewittei japonica が起因

種であるが、日本のイノシシには形態の大変似

ているもう一種が存在していることが明らか

になり、そちらの病気との関連も疑われること

となった。このような研究が今後どのように展

開していくのかを考えていく。 

 

 
第 150 回         2014 年 6 月 30 日 
シーカヤックで観たルソン島東岸の漁村 

山岡耕作 
（高知大学名誉教授） 

 
黒潮は日本に多くの恵みをもたらす。その下

流域に位置する我が国では、黒潮に関する自然

科学、人文社会科学的な研究はかなり行われて

きたが、源流域であるルソン島東海岸ではほと

んど研究はなされていない。新たな学問分野で

ある「黒潮圏科学」を創り上げる為には、黒潮

上流域の情報を集めることが必要だが、道路の

ないところも多く、アクセスすることが困難で

あった。その時、シーカヤックが持つ移動手段

としての能力を知ることとなり、2010から 2012

年度の三年に渡り、石垣島在住の海洋冒険家八

幡暁氏と共に、約千キロにわたってルソン島東

海岸の漁村を訪問する機会を得た。出発地はル

ソン島南東部アルバイ県タバコ市、最終到着地

は島北東端のカガヤン県サンターナ。各漁村で

は漁業や生活について聞き取りを行った。その

結果について報告すると同時に、シーカヤック

の持つ野外調査ツールとしての可能性につい

て考えたい。 

 

 
第 151 回          2014 年 7 月 14 日 
100 歳と長寿の文化人類学 ―沖縄・済州

島他諸外国 470 人インタビュー―  
全 京秀 

（鹿児島大学国際島嶼教育研究センター） 

百歳人の特性は、民族誌作成のフィールドワ

ークの中で個人的な面談を通じて明かされる

さまざまな範疇についての記憶、仕事および労

働倫理、人生についての態度そして、食べ物の

ような範疇を通して帰納的に理解されるもの

である。彼らの家族構成員および友達と関連し

た意識に関する記憶は彼らの社会的ネットワ

ークとの関係を表している。一部の記憶はとて

も古くなり民族誌的面談の間に思い起こすこ

とが難しい場合もあった。また、一部の百歳人

は不幸な記憶を話したがらなかった。このよう

な場合には大概、口数少ない面談に終わったた

め研究者は正確な内容を聞くことができず、そ

の結果百歳人は社会的人生としてだけでなく

研究対象としても無視される傾向がある。 

老年学者が使用する日常の暮らしに関する

調査活動のような構造的なアンケートは百歳

人の研究に使用することができない。民族誌的

な研究は百歳人の身体的反応と記憶回想力と

関連したゆっくりした精神的な過程を調整し

ながら待つ時間と忍耐心を必要とする。このよ

うな状況がまた、百歳人の研究を天佑神助的な

ものにするのである。 

フィンランド、サルデーニャ、ウェスカおよ

び沖縄の多くの百歳人は病院で寝たきりの生

活を送っている。ウイグルと済州島では、彼ら

の大部分は家で家族と共に生活しており、一部

の百歳人はまだ畑で仕事をしたりもする。寝た

きりで生活する多くの百歳人が人間化石にな

っていくことは事実だが、皆が皆そうであるわ

けではない。18 世紀の済州島の牧使は王に「80 

代と 90 代の人々は幸せの象徴である。百歳人

は国家にとっての非常に重要な象徴である」と

報告した。百歳人は化石ではなく社会の宝石と

見なされていたのである。未来の「年齢地震

（agequake）」に順応する長寿文化を過去の社

会で老人を遇してきて伝統的な脈絡に基づい

て再発明されなければならないのではないだ

ろうか。     
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第 152 回          2014 年 9 月 11 日 
鹿児島における救急医療の現状と未来像

－鹿児島大学病院救命救急センターと離

島へき地のコラボ－ 
垣花泰之  

（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科） 

 
医療分野における「へき地」とは「交通条件

及び自然的、経済的、社会的条件に恵まれない

山間地、離島その他の地域のうち、医療の確保

が困難である地域をいい、無医地区、無医地区

に準じる地区、へき地診療所が開設されている

地区等が含まれる。」と定義されています。鹿

児島県には、無医地区が 16 地区（うち離島は 4

地区）、準無医地区が 37 地区（うち離島は 33

地区）あり、離島・へき地にみられる医師不足・

救急医療体制の不備などが深刻な問題として

指摘されています。県内のどこに住んでいても，

医療ニーズに応じて，いつでも、どこでも安

心・安全で質の高い医療サービスを受けられる

ようにすべきです。その実現に向けて、鹿児島

県の離島・へき地における医師供給システム、

医師研修システム、傷病者搬送システムをどの

ように構築していくのかが重要です。鹿児島大

学病院救命救急センターがその問題に対して

どのような役割を担っていくのかに関して考

えたいと思います。 

 

 

 

お知らせ 
 
（１）着任 

平成 26 年度 4 月 1 日付で大塚靖氏が准教授として着任しました。研究テーマは「衛生昆虫とその

媒介する感染症の種分化」で、専門は衛生昆虫学、寄生虫学です。また、外国人客員教授としてソ

ウル大学の全京秀氏が着任いたしました。招聘期間は平成 26 年 6 月 2 日～10 月 30 日までです。研

究テーマは「黒潮文化再考：生物文化的視点」、専門は文化人類学です。 

 
（２）センター訪問者 

平成 26 年度 6 月 1 日にマレーシアサバ大学の Mohd Harun Abdullah 大学長と Charles S. Viarappan

准教授がセンターを訪れました。河合センター長が島嶼研を紹介し、サバ大学に新しく設立予定の

島嶼に関する研究所との今後の研究協力に関して意見を交換しました。平成 26 年 7 月 4 日にボゴー

ル農科大学の Luky Adrianto 博士がセンターを訪れ、今後の研究協力に関して意見を交換しました。 

 

 
 

最近の出版物 
 

南太平洋研究 (South Pacific Studies) Vol.35, No.1, 2014 

Research Papers 

FUKUGASAKO K.: “Communalization of Tombs” in Uken Village, Amami Ōshima (Island), Kagoshima 

Prefecture: A Case of the Establishment of Taken “Shōrōden” 

MANUS P. and SINGAS S.: Determinants of Adoption of Pond Fish Farming Innovations in Salamaua of 

Morobe Province in Papua New Guinea 
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編集後記 

 この 4 月にセンターに赴任して編集を担当するこ

とになりました。これまでは自分の研究に関係ある

人との付き合いがほとんどでしたが、このセンター

では幅広い分野の人達と交流できてとても刺激的で

す。客員教授の全先生は、みんなでお昼を食べると

きに、毎日のように洗骨や首狩りの話をしていただ

き、とても刺激的な昼食になりました。（大塚 靖） 
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 『とうがらしに旅して』  
 

第九回 「ブートジョロキアはどこからきた？」 
 

 ブートジョロキアを御存知だろうか？2007 年ハバネロを抜いてギネス世界記録で「世界一辛

い唐辛子」と認定された唐辛子だ（その後より辛い唐辛子がみつかり現在は世界三番目だが）。

認定後はすぐに「激辛」としてメディアで話題になり、「ジョロキア」と冠するスナック菓子も

販売された。ブートジョロキアやハバネロは植物学的にはCapsicum chinenseに属す。Capsicum 
chinense はアンデス山脈東側の低地を原産地とし、熱帯アメリカの幅広い地域、特にカリブ海

やメキシコ南部からブラジル、ボリビアにかけてよく利用されている。ブートジョロキアはイン

ドやバングラデシュ、ミャンマー（主にバングラデシュに隣接する州）で栽培されている品種な

のだが、どこからやってきたのかよくわかっていない。ブートジョロキアの果実表面はざらざら

しており非常に特徴的である。この系統群は中南米、特にカリブ海でよくみられるし、フィジー

にも分布することを著者が確認している。カリブ海、南アジア、そしてフィジー。一体何の関係

があるのだろうか？ぱっと思い浮かぶのはインド系移民だ。イギリス植民地時代にサトウキビ産

業の担い手として多くのインド人契約労働者がフィジーに来島した。カリブ海にも旧イギリス領

の島が存在し、現在でもインド系住民が居住している地域がある。この表面がざらざらした系統

は、インド系住民によってカリブ海から直接あるいは間接的にインドやバングラデシュ、ミャン

マー、フィジーへ導入された、と仮説を立てることはできないだろうか。東南アジア地域におい

てこの系統の分布が確認されていないことも、インド系住民のみの関与を示しているように思わ

れる。この仮説、誰か証明してくれないかな。（山本宗立） 

 
研究会後の懇親会での全京秀教授 


